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 論文内容の要旨
 本論文は、夫婦や家族にみられるような、一過的ではない、持続的な人間関係の中で、心理的
 な問題がどう維持され、また解決を持つことがあるか、さらにその解決への支援を遂行する際の
 一般的な法則を得んとして設計され、心理学的な実験を中心的な方法として実証的に検討しよう
 としたものである。
 まず、第1部の第1章から第3章においては、家族療法は家族をシステムという視点から理解
 する立場をとり、なかでも短期・家族療法は対人関係のコミュニケーションという視点から問題
 解決を目指し、その過程で長谷川ら(1987)のような実践的なシステム論も発展してきたことを
 確認したが、問題点も指摘された.すなわち、コミュニケーションを重視する短期・家族療法派
 においてさえも、コミュニケーションの連鎖をシステムとして捉える際、家族に代表されるよう
 なシステムとしてみなされる対人関係との明確な区別なく、漠然とシステムとして扱ってきた感
 が否めないということである。つまり、即時的ないわばミクロなコミュニケーションの連鎖その
 ものを明確にシステムとしてとらえ、さらにそれを論理階型の異なるマクロなシステムとしての
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 対人関係との関連において論じるということはほとんどなされてこなかったのである。
 この流れを受けて著者は即時的なコミュニケーションの連鎖と、よりマクロな対人関係を、そ
 れぞれシステムとしてとらえ(会話システムと対人システム)両者の関連性を定義した。本論で
 は、会話システムを、「あたかもシステムとしてみえる、起点と終点をもつひとまとまりの即時的
 な会話の連鎖」と定義し、対人システムを、会話システムを含めたコミュニケーションによって
 構成され維持されるものと定義して以下の実験的な検討を行なっている。
 本論第2部は全3章で構成されており、第1章は問題を維持するコミュニケーションについて
 の検討、第2章は問題を変化させるコミュニケーションの検討、そして第3章は臨床的介入への
 応用に関する実験心理学的な検討を行っている。
 そこで見出さしていることは、問題言及場面において、会話システムに関わるコミュニケーショ
 ン行動が対人システムを維持するための自己制御機能として独特な様式で作用する場合があると
 いう点と、その作用の様式、すなわち「問題についての会話場面において、会話システムを崩壊
 したり極度に遠心的にしたりするわけでなく消極的に維持することによって対人システムを維持
 する」ことである。そしてこのような問題についての会話内容に積極的に関わらず、会話を最低
 限消極的に維持するコミュニケーションを「ミニマル・マネージメント・コミュニケーション」
 として特定した。具体的には、【研究1】において「反応を示すうなずき」、【研究H】においては
 「間投詞」、【研究H】においては「疑問終助詞」をそれぞれ特定した・
 続いて、第2部第2章で、そのようなコミュニケーションに介入することにより、当事者の問
 題についての認識は変化するのかどうかを検討している.そして、【研究IV-11において問題言及
 場面で「反応を示すうなずき」を減少させる操作を行った結果、被験者の問題解決の認識が高く
 なり、【研究IV-2】では、「反応を示すうなずき」を減少させる操作の結果、他の「ミニマル・マ
 ネージメント・コミュニケーション」である「間投詞」や「疑問終助詞」が減少し、さらに【研
 究四.3】では、「ミニマル・マネージメント・コミュニケーション」の減少が直接的・間接的に「問
 題解決度」の上昇に影響を与えるという結果を見出している。
 さらに【研究V】において、コミュニケーションが無意識的な側面を持つことを確認した後、
 臨床場面への応用を目指し、「問題内容に関する会話について積極的に関わらず、会話を最低限維
 持する」という自己制御機能を阻止する介入を、ダイレクトなコミュニケーション操作の指示で
 はなく、自らが行っているコミュニケーションの意識化なしに遂行することが可能な操作によっ
 て行うことを目指した.その操作として具体的には問題を抱える二者が直接話し合うのではなく、
 合同面接スタイルにおいて橋渡し役の第三者を加え、会話の交通規制を行った。この結果、問題
 についての認識が解決の方向に動いた。従って、二者が何度も繰り返してきた未解決の問題につ
 いて話し合う場面において両者の会話を橋渡しする第三者を入れることは問題解決にとって有効
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 であることを示した。
 論文審査の結果の要旨
 著者は、家族の臨床場面や家族の一般的な日常にも予想される対人相互作用の様相のうち、葛
 藤場面をとりあげ、問題についての会話内容に積極的に関わらず、会話を最低限消極的に維持す
 るコミュニケーションを見出し、「ミニマル・マネージメント・コミュニケーション」と概念化し
 て示した。そして、そのコミュニケーション上の機能をシステム論に乗せて説明し、面接場面で
 の介入案の作成にも有効であることを実証的に示している.またこれらの、いわば微細・ミクロ
 なコミュニケーションは、無意識裡に進行する側面があることも実証し、介入自体も無意識裡に
 可能ではないかと考え、実験的な検討を行っている。
 著者は、家族支援やさらに大きなシステムで日常的に遂行されている対人コミュニケーション
 について、その複雑な様相を明らかにしょうとした.そして部分的には成功しているものがある
 と評価できる。著作が「ミニマル・マネージメント・コミュニケーション」と概念化したものは、
 本来、意識に上りにくいものであり、その検討も容易ではないが、実験的な手法で、その取り出
 しに、一部は成功していると言える。それも臨床心理学として、問題解決に使用可能な形で取り
 出し検討を加えている。
 とりわけ「研究V」で検討した、第三者が二者のコミュニケーションを、作為を加えずに単純
 に橋渡しをするという作業自体が、それまでに検討してきた「ミニマル・マネージメント・コミュ
 ニケーション」への無意識的な介入にもなりうるという考察は、そもそもカウンセリングとは何
 か、といった根本的な問題をも提起するものを含み、本論文が臨床場面の具体的な進行以上に、
 臨床心理学自体の成立をも考慮に入れた、大きな問題意識を持ったものとして評価できる.
 本論文は有審査の学術雑誌に投稿、採用された複数の論文を中心に、その後の研究も加えて発
 展させたものであるが、博士論文として統一的に構成するにあたり、小さな部分ではあるが、叙
 述上の飛躍や、本質的なものではないが結果の処理上の、さらなる慎重さも要求される点もあっ
 た。しかし、実験を主とした実証的研究群や終始見られる基礎研究と臨床的な実際をつなごうと
 する姿勢など、現在のこの分野の研究水準にかなうのは勿論、牽引的なものを感じさせる.
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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